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AQUAここは
富水　

すどう
美術館

の新し
い活動

の場

こんこ
んと水

が湧く
ように

アート
も汲め

ども尽
きない

希望が
湧いて

くる

水はわ
たした

ちにな
くては

ならな
いもの

　「AQ
UA」が

誕生す
る

すどう美術館の活動

グアダラハラ・ノート 山口敏郎

　「今日は寒すぎてほとんど人が来ないかも知
れないな。」とグアダラハラ画廊のオーナーの
ハビエルが言った。「そんなこともあるまい。」
と私は答えたが、内心そうかもしれないと思っ
た。2012 年 2月 2日、この冬一番の寒さで通
りには人の姿が見えない。しかしオープンし
てみると何のことはない。三々五々つぎつぎ
に人が入って来る。さらに一様に熱心に作品
を見てくれる。若い美大生らしき若者たちも
特に念入りに何かを吸収するように見入って
いる。デッサン愛好家、建築家、精神科医、
もちろんアーティストも含め色々な人が多く
の質問を投げかけてくる。「どれも繊細で心の
こもった作品だ！」と誠心誠意言ってくれた
よ。感激で目がうるんだね。こんなことはマ
ドリッドでの展覧会では有り得んね。みな手
にワイン、作品は背にして、作家であれば「近
頃はさっぱり売れないね。」的な近況報告を、
ある者は政治経済の話をと、まるで展覧会の

富士山て？
　富士山ほど人々の心を惹き付け続けている山はない。
　日本画、洋画を問わず、どれほどまで多くの画家が圧倒的
に美しい姿に心をくすぐられてきただろうか。画商は抽象画
の作家にさえ富士山を描くように持ち掛けるという。銭湯の
浴室いっぱいに描かれる国民的な山ではあるが、さて富士山
を描いた名画はと言われると、なるほど、誰が見ても富士山
の姿には間違いはないのだが何か収まり過ぎていて厭味を
先に感じてしまうのは何故だろうか。いくら作品の前に立
ち居ても観る者を呼び込む実在感がない、リアリティが見
えてこないのだ。
　これまで見聞してきた作家の中で 3人の名を挙げたい。
葛飾北斎（1760～ 1849）、富岡鉄斎（1836～ 1924）、
深沢省三（1899～ 1993）。北斎と鉄斎については言に
及ばないが、深沢省三については未見の方が多いと思う
ので紹介したい。優れた素描力を以て21才から「赤い鳥」
に多くの挿絵を描き、戦後には市民デッサン教室、児童
対象の日曜図画教室、岩手大学教授として岩手県の美術
教育発展に寄与し、昭和 40年からは居を東京に移しキ
ンダーブック等の挿絵を描き、本格的に富士山を描き
始めたのは山中湖に別荘を構えた昭和 53年 79才か
らの約 15年間であった。深沢さんの視力と体力は晩
年まで衰えることはなかったが、その眼を富士山に向
け続け観察し、そうして得た富士山を画き切った。
　気温を描き、風の変化を描き、見る人を夏の富士
山に厳冬の富士山に誘い込んだ。
　富士山のリアリティを描写し尽した最初の画家だ
と思う。

こんな話でよかったら (13) 仙仁司
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す
ど
う
美
術
館 

館
長 

須
藤
一
郎

　

す
ど
う
美
術
館
で
は
館
内
で
の

展
覧
会
を
継
続
し
て
開
催
し
て
お

り
、
質
の
高
い
作
品
の
展
示
を
目

ざ
し
て
い
ま
す
が
、
あ
わ
せ
て
次

の
よ
う
な
企
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

公
募
で
行
な
う
「
若
き
画
家
た

ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
」
は
今

回
で
十
五
回
目
と
な
り
ま
す
が
、

本
年
は
七
月
七
日
（
土
）
か
ら
二

十
二
日
（
日
）
ま
で
の
日
程
で
開

催
の
予
定
で
あ
り
、
現
在
募
集
中

で
す
。
要
項
は
別
掲
の
と
お
り
で
、

多
く
の
若
き
作
家
が
応
募
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
適

任
の
作
家
が
お
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
、
ご
推
薦
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
被
災

さ
れ
た
人
た
ち
の
心
に
、
芸
術
活

動
を
と
お
し
て
生
き
る
勇
気
と
希

望
を
届
け
た
い
と
の
目
的
で
立
ち

上
げ
た
「
東
日
本
げ
ん
き
ア
ー
ト

ことはそっちのけだ。
　グアダラハラは首都マドリッドに隣接する
県で、各駅停車でもたった 1時間の至近距離
にある。
しかしこの反応の違いはなんだ。そういえば、
私がマドリッドにやって来た３０年前、マド
リッドが正に今日のグアダラハラ画廊での様
相を呈していた。私も熱心に老舗の現代美術
の画廊をめまぐるしく回り、新しい動きを吸
収して行った。画廊主も時が経つのも忘れ熱
心にアートの話をしてくれたものだ。
そうした画廊もどんどん減り、資本をもった
企業画廊が入りこんで来るに従い、画廊主と
客との関係も薄れちまった。
それはちょうど以前あった街の小さな商店が
大型スーパーの誕生と共に消えて行ったのと
重なるな。魚屋、八百屋をはじめほとんどの
日常品は歩いてすぐのじいさん、ばあさんな
んかがやってるショボい店に買いに行って
たっけ。そこでは主人と客との間に色んな話

が生き生き飛び交ってうるさいのなんの。も
ちろん主人はその道のプロで、自分が売って
いる「もの」に関しては悔しいほど何でも知っ
ているんだ。色々アドバイスをしてくれてこ
ちらは助かり、同時に言葉も覚えて行ったも
のだ。
　大型スーパーができ、そこにはきれいに包
装され、マーケティングの結果絶対多数の人
が好む「商品」が何でもそろい、人々は無節
操にもそちらに流れて行った。そんな所に本
当に自分の好みに合って、作った人の気持ち
が伝わる「もの」があるはずも無く、またそ
んなことは売る方も買う方もどうでもよく
なってきたんだろう。会話も無いしね。
　最近の大手ギャラリーも同様に、マーケティ
ングされた「商品」が並び、画廊主の姿も見
えず、アシスタントが奥でパソコンを打ち、
携帯でコレクターにコンタクトを取っている。
アート・フェアーはそうした「商品」の見本
市で、最新のモデルが提示され、ギャラリス
トたちはそれらを参考に次の戦略をねり、一
般客は、目が回るほど多く並べられた「商品」
を探し、自分に好みに合った「商品」を買っ
て来る。その「好み」すら、業界によって操
作されているんだよ、新しい携帯の最新モデ
ルのように。
　本来、個人の内にある感覚質といったもの
を掬い上げ、それを丹念にたどっていくこと
によってのみ多くの人の心を動かす創造的作
品が生まれる筈だ。今回のグアダラハラ画廊
での展覧会で得たものは多く、そういう意味
で私が一番楽しませてもらったよ。
　みんなありがとう。これからも「商品」は
作らないで、ショボくてもいいから手作りの
「もの」を作って行こうよ。
 2012 年２月６日、タピエスが死んだ日に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
活
動
は
被
害

の
大
き
か
っ
た
岩
手
の
山
田
町
、

大
槌
町
に
焦
点
を
置
き
、
昨
年
夏

に
現
地
に
行
き
、
実
情
の
視
察
と

両
町
の
行
政
担
当
者
と
の
打
ち
合

わ
せ
を
行
な
っ
た
こ
と
は
お
知
ら

せ
し
た
と
お
り
で
す
。
そ
の
後
、

二
つ
の
町
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

た
ち
で
カ
バ
ー
を
作
り
、
そ
れ
を

添
え
て
湯
た
ん
ぽ
を
五
十
個
ず
つ

お
送
り
し
た
り
、
大
槌
町
に
子
ど

も
向
け
の
本
や
絵
本
を
皆
さ
ん
か

ら
三
百
冊
提
供
を
い
た
だ
き
、
お

送
り
し
た
り
の
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
両
町
と
日
程
を
調

整
し
、
四
月
二
十
七
日
か
ら
五
月

四
日
ま
で
、
最
初
に
山
田
町
、
次

い
で
大
槌
町
で
展
覧
会
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
具
体
的

な
準
備
を
進
め
る
た
め
に
、
二
月
、

副
館
長
が
大
槌
町
で
被
災
さ
れ
た

松
井
カ
ヨ
さ
ん
と
と
も
に
あ
ら
た

め
て
実
施
す
る
会
場
の
確
認
と
打

ち
合
わ
せ
の
た
め
に
、
両
町
を
訪

問
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
状
況
に

つ
い
て
は
ま
た
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、昨
年
秋
に
行
な
っ
た
「
西

湘
地
区
ア
ー
テ
ィ
ス
ト 

イ
ン 

レ

ジ
デ
ン
ス
」
で
国
内
外
十
二
名
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
作
品
に
つ
い
て
は
、
小
田
原
の

清
閑
亭
、
南
足
柄
市
の
文
化
会
館
、

そ
し
て
す
ど
う
美
術
館
に
巡
回
展

示
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
節

ご
協
賛
い
た
だ
い
た
箱
根
湯
本
の

天
山
湯
治
郷
か
ら
ご
希
望
が
あ
り
、

湯
治
郷
内
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
も
展

示
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
次
回
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト 

イ
ン 

レ
ジ
デ
ン
ス
に
つ
い
て
は
来

年
春
か
ら
秋
の
間
に
行
な
う
こ
と

と
し
、
関
係
者
の
ご
意
見
も
お
聞

き
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
レ
ジ
デ

ン
ス
に
な
る
よ
う
検
討
を
続
け
て

い
ま
す
。

白
い
ノ
�
ト

休
載
し
ま
す



木
綿
豆
腐
に
ぶ
つ
か
っ
て
春
銀
色
の
ひ
び
　
姫
代
　
　
　
二
度
寝
す
る
淡
雪
ほ
ど
に
無
重
力
　
大
介
　
　
春
ご
ち
そ
う
命
を
た
く
さ
ん
盛
り
ま
し
た
　
希
古

AQUA

AQUAクラブ入会のご案内
年会費　
 一般会員　　3,000 円　　
 特別会員　　10,000 円　
 法人会員　　50,000 円　　　入会随時
 納入方法ご来館時または郵便振込みでお願いします
・郵便振込み　No.00270-7-97439
・加入者名　　すどう美術館友の会　「AQUAクラブ」

よ志

駅
水
富

電柱に看板

すどう美術館

遠
景
の
富
士
山

至小田原

山口靴店

肉のクロヤナギ

至新宿

仙
了
川

小
田
急
線ビーバー

トザンP

編
集
後
記

続続々続々
続々続々続々々

世界一小さい美術館ものがたり
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箱
根
湯
本
の
奥
深
く
に
天
山
湯
治
郷
と

い
う
大
規
模
な
温
泉
が
あ
る
。
天
山
、
一

休
の
二
つ
の
湯
屋
が
あ
り
、
他
に
休
み
ど

こ
ろ
や
食
事
場
所
、
喫
茶
室
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
施
設
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
中
に
「
風
だ
よ
り
」
と
し
ゃ
れ
た

名
前
が
つ
け
ら
れ
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
る
。

入
口
の
前
面
は
広
い
庭
で
あ
り
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
奥
の
先
に
は
渓
谷
が
あ
っ
て
水
の

せ
せ
ら
ぎ
の
聞
こ
え
る
素
敵
な
場
所
で
あ

る
。

　

こ
こ
で
、
す
ど
う
美
術
館
が
中
心
と
な

り
、
昨
秋
、
国
内
外
か
ら
十
二
名
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
招
待
し
、
十
二
日
間
に
わ
た

り
、
小
田
原
城
内
で
制
作
し
て
い
た
だ
い

た
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト 

イ
ン 

レ
ジ
デ
ン
ス
」

で
の
美
術
作
品
を
展
示
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
賛
い
た
だ
い

た
天
山
湯
治
郷
で
も
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
見

寒
さ
が
い
っ
こ
う
に
や
わ
ら
が

な
い
２
月
下
旬
、
岩
手
県
の
大

槌
町
、
山
田
町
に
行
き
、
５
月

に
行
う
被
災
地
で
の
出
前
美
術

館
の
打
合
せ
を
し
て
き
ま
し
た
。

両
町
と
も
、
楽
し
み
に
待
っ
て

く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
絵
や

音
楽
で
傷
つ
い
た
人
々
の
心
を

ど
こ
ま
で
癒
す
こ
と
が
で
き
る

か
は
、
私
た
ち
が
い
か
に
被
災

者
に
よ
り
そ
え
る
か
、
に
か
か
っ

て
い
る
と
、
強
く
思
い
ま
し
た
。

海
辺
の
町
は
跡
か
た
な
く
消
え
、

家
々
の
基
礎
が
む
き
出
し
に

残
っ
て
い
る
だ
け
で
し
た
。
そ

の
向
こ
う
に
は
ど
こ
ま
で
も
青

く
美
し
い
海
が
広
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

須
藤
紀
子

天
山
湯
治
郷
で
の
展
覧
会

公募
第 15回『若き画家たちからのメッセージ 2012』展
応募者全員に館長が面接し、審査をして出展者を決めます。
遠方の方で来館できない方は、作品資料で審査も可
会期 2012 年 7 月 7日 ( 土 ) ～ 22 日 ( 日 )
展示会場 すどう美術館（小田原）
作品 平面 立体 版画他 20 号以下で１人 2点以内 ( 立体は応相談 )
募集人員 20 名 (30 歳くらいまで )
申込締切 2012 年 3 月末日
すどう美術館賞として２点以内の作品を買い上げします。
受賞作家は後日、すどう美術館にて企画の展覧会を行います。
応募方法は TEL、FAX、メールにて面接日予約の上、
募集要項についている申込書送付にて
( 募集要項はホームページで掲載中 )

ヴァイオリンを一緒に弾きませんか
大鹿由希

　昨年の 3.11. 東日本大震災の
直後、私は演奏の仕事でボスト
ンに行き、震災と原発事故に関
する世界各国のニュースと人々
の反応をリアルに感じながら眠
れない日々を過ごしました。そ
の後もヨーロッパへ行く機会が
あり、そこでも人々が被災国か
ら来た私たちに強い思いや意見
をあらわにする場面に多く出会
い色々なことを考えさせられま
した。東京にいるとそこには一
見、以前と同じ生活がありあり
がたいと思う一方、不安や怒り
が人々の心の中に抑え込まれて
いるように感じ一年がたった今
もそれは変りません。
　昨年 4月、『東日本げんきアー
ト・プロジェクト』が誕生し、
私は音楽家としてそのメンバー
に参加し活動しています。実は、
すどう美術館を中心としたアー

チストたちに圧倒されっぱなし
です。一人一人が震災に向き合
い、意見を持ち、行動に移して
いく姿にずいぶん励まされてい
ます。
　私たちは芸術活動を通して
様々な想いを表現できる場があ
り、それは幸せかもしれません。
最近、感情を表現することの大
切さを実感しています。子供た
ちを観ていると言葉だけでな
く、絵をかいたり音を出したり、
表情、全身を使ってのびのびと
気持ちを表現しています。大人
になるとだんだんそのツールが
忘れられていくのでしょうか。
　現在、プロジェクトのメン
バーは被災地で行う企画に向け
て準備を進めています。音楽や
美術を通して人々の心が響きあ
い、力になることを願っていま
す。

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
、
実
現
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

会
期
は
二
月
二
十
一
日
か
ら
三
月
十
日

ま
で
で
、
オ
ー
プ
ン
前
日
に
個
性
溢
れ
る

作
品
を
三
十
点
ほ
ど
選
び
展
示
し
た
の
で

あ
る
が
、
和
風
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
空
間
が
ま

た
素
晴
ら
し
い
も
の
と
な
っ
た
。　

　

初
日
に
は
私
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
詰
め
た

の
だ
が
、
何
人
も
の
湯
治
客
が
立
ち
寄
ら

れ
、
興
味
深
く
見
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

入
口
の
広
い
ガ
ラ
ス
戸
を
開
け
た
ま
ま

に
し
て
お
り
、
少
々
寒
い
が
、
合
間
を
見

て
温
泉
に
入
れ
る
特
典
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
源
泉
掛
け
流
し
の
湯
に
浸
り
、
身
体

を
休
め
、
温
め
て
ま
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
戻

る
。
従
業
員
教
育
が
行
き
届
き
、
ど
の
従

業
員
の
応
対
も
親
切
で
あ
る
の
も
気
持
ち

が
い
い
。

　

こ
ん
な
場
所
で
の
展
覧
会
、
め
っ
た
に

味
わ
え
な
い
経
験
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
藤
一
郎


